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要
旨
：
江
戸
時
代
の
三
徳
山
三
佛
寺
所
領
の
実
態
と
全
容
に
つ
い
て
究
明
を
お
こ
な
っ
た
。
所
領
で
あ
る
井
土
村
、
俵た
わ
ら原

村
、
門
前

村
に
は
必
ず
検
地
帳
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
地
詰
帳
」、
新
た
な
開
墾
地
を
記
し
た
「
開
改
帳
」
な
ど
所
領
に
関
す
る
帳
簿
類

が
あ
る
。
そ
の
う
ち
門
前
村
は
開
改
帳
が
数
多
く
遺
り
、
江
戸
時
代
を
と
お
し
て
開
墾
を
持
続
的
に
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

ま
た
所
領
の
多
い
井
土
村
で
は
耕
作
田
地
の
減
少
を
示
す
土
地
台
帳
が
遺
っ
て
い
る
が
、
三
佛
寺
所
領
と
し
て
は
門
前
村
を
中
心
に

所
領
一
〇
〇
石
を
維
持
す
る
た
め
に
零
細
な
土
地
で
開
墾
に
努
め
て
い
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
郷
帳
な
ど
の
帳
簿
類
に
は
、
そ
れ

ら
の
増
減
に
関
す
る
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
表
向
き
に
は
所
領
一
〇
〇
石
と
し
つ
つ
も
、
そ
の

実
態
は
小
規
模
開
墾
の
蓄
積
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
三
徳
山
、
三
佛
寺
、
所
領
、
開
改
帳
、
土
地
台
帳
、
江
戸
時
代

は
じ
め
に

　

三
徳
山
三
佛
寺
（
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
）
は
、
岩
壁
に
く
い
込
む
よ
う
に
建
て
ら
れ

て
い
る
国
宝
・
投
入
堂
を
は
じ
め
多
く
の
文
化
財
を
所
有
す
る
山
岳
寺
院
で
あ
る（
１
）。

「
三
徳
山
由
緒
・
堂
社
書
上
」
や
『
伯
耆
民
談
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
縁
起
に
は
、
慶
雲

三
年
（
七
〇
六
）
に
役
行
者
が
麓
よ
り
お
堂
を
放
り
投
げ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
と
み
え

る（
２
）。
現
在
で
も
投
入
堂
へ
辿
り
着
く
ま
で
の
道
の
り
は
厳
し
く
、
途
中
に
は
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
殊
堂
、
地
蔵
堂
、
納
経
堂
な
ど
の
堂
舎
が
点
在
し
て
お
り
、

修
験
道
の
行
場
と
な
っ
て
い
る
。
文
殊
堂
は
建
物
の
構
造
や
厨
子
扉
の
銘
に
「
天
正
八
年

三
月
吉
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
六
世
紀
頃
の
建
立
、
地
蔵
堂
は
建
物
の
構
造

か
ら
室
町
時
代
頃
の
建
立
と
さ
れ
る
。
年
輪
年
代
法
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
納
経
堂
は

一
〇
八
二
年
頃
伐
採
さ
れ
た
材
木
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
国

宝
の
投
入
堂
は
平
安
末
期
頃
の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る（
３
）。

さ
ら
に
、
三
徳
山
の
中
腹
に
は
江
戸
時
代
の
建
物
で
平
成
二
三
年

（
二
〇
一
一
）
に
修
理
を
終
え
た
本
堂
が
あ
り
、
周
辺
に
は
子
院
の
輪
光
院
、

正
善
院
、
皆
成
院
が
あ
る
。

　

今
日
ま
で
江
戸
時
代
の
因
幡
・
伯
耆
地
方
に
お
け
る
寺
社
所
領
に
関
し
て

は
大
山
寺
の
研
究
が
あ
る
の
み
で
あ
る（
４
）。
本
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
を
ふ
ま
え
て
大
山
寺
に
次
ぐ
寺
院
で
あ
る
三
佛
寺
に
つ
い
て
寺
院
が
所
蔵

す
る
土
地
台
帳
原
本
の
調
査
・
分
析
な
ど
基
礎
的
な
作
業
か
ら
江
戸
時
代
の

三
佛
寺
所
領
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
因
伯
地
方
に
所
在
す
る
寺
院
の
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経
済
的
基
盤
を
突
き
止
め
る
着
実
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
で
、
三
佛
寺
が
多

く
の
堂
舎
を
ど
の
よ
う
な
経
済
基
盤
の
も
と
に
維
持
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
三
佛
寺

所
蔵
の
古
文
書
・
古
記
録
な
ど
の
史
料
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
『
鳥
取
県
史
』
や

『
三
朝
町
誌
』
な
ど
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
寺
院
の
維
持
だ
け
で
な
く
運
営
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
中
世
の
所
領
に
つ
い
て
も
、
南
北
朝
時
代
の
『
大

日
本
史
料
（
第
六
編
之
八
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
壬
生
家
文
書
を
分
析
し
た
小
坂
博
之

氏
の
研
究
が
あ
る
の
み
で
あ
る（
５
）。
し
か
し
、
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
三
佛

寺
所
蔵
の
史
料
整
理
が
開
始
さ
れ
、
所
蔵
史
料
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
・
古
記
録
で
あ
り
、
若
干
の
別
置
貴
重
書
を
除
い

て
現
在
六
箱
に
収
め
ら
れ
て
宝
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
箱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第

一
函
か
ら
第
六
函
の
函
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
第
一
函
と
第
二
函
に
は
文
書
記
録
類
、
第

三
函
以
下
は
一
通
も
の
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
函
以
下
に
つ
い
て
は
、
現
在

な
お
整
理
調
査
中
で
あ
る
。
こ
の
三
佛
寺
文
書
の
第
二
函
に
は
、
全
部
で
七
九
点
の
冊
子

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
整
理
番
号
の
一
号
か
ら
三
〇
号
ま
で
が
江
戸
時
代
の
三

徳
山
三
佛
寺
の
所
領
で
あ
る
井
土
村
、
俵
原
村
、
門
前
村
の
「
地
詰
帳
」、「
開
改
帳
」
な

ど
所
領
に
関
す
る
帳
簿
類
で
あ
る
〔
表
１
〕（６
）。
地
詰
帳
は
三
佛
寺
所
領
の
各
村
に
一
冊

あ
り
、
検
地
帳
と
同
等
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
開
改
帳
は
新
た
な
開
墾
地
を
記
し
た

帳
面
で
あ
り
、
門
前
村
一
四
冊
、
俵
原
村
二
冊
、
井
土
村
一
冊
の
合
わ
せ
て
一
七
冊
が
あ

整理番号 史料名 作成年代 西暦 月 日
1 伯州河村郡井土村田畠地詰帳〈寛永十年〉 寛永10 1633 7 ̶
2 河村郡三徳門前地詰帳〈延宝五年〉 延宝5 1677 9 ̶
3 河村郡俵原村地詰帳〈延宝五年〉 延宝5 1677 9 ̶
4 河村郡三徳門前開改帳 元禄14 1701 6 ̶
5 河村郡三徳門前村開改帳〈元禄十四年〉 元禄14 1701 6 ̶
6 河村郡門前村新開御改帳〈正徳五年〉 正徳5 1715 3 ̶
7 河村郡美徳山門前村新開御改帳〈正徳五年〉 正徳5 1715 3 ̶
8 河村郡門前村新開御改帳 享保2 1717 11 ̶
9 河村郡三徳門前村新開改帳 延享4 1745 10 ̶
10 河村郡三徳門前村新開改帳〈延享四年〉 延享4 1745 10 ̶
11 河村郡俵原村開改帳〈延享四年〉 延享4 1745 4 ̶
12 美徳山門前村新開改帳 延享4 1745 10 ̶
13 河村郡美徳山門前村開御改帳〈安永二年〉 安永2 1773 10 ̶
14 河村郡美徳山門前村開御改帳〈寛政六年〉 寛政6 1794 11 ̶
15 美徳山門前村新田御改帳〈寛政六年〉 寛政6 1794 11 ̶
16 河村郡美徳山門前村開御改帳〈享和三年〉 享和3 1803 10 ̶
17 河村郡俵原村新開改帳〈文化元年〉 文化元 1804 10 ̶
18 河村郡美徳山門前村年々開改帳〈文化九年〉 文化9 1812 11 ̶
19 河村郡井土村新開改帳 文政7 1824 10 ̶
20 河村郡美徳山門前村開御改帳 天保5 1834 8 ̶
21 俵原御図帳写 延宝5 1677 9 ̶
22 河村郡井土村永荒御改帳 元禄13 1700 7 21
23 井土村不植田御改帳 元禄16 1703 7 1
24 井土村日焼不植田帳 享保8 1723 5 29
25 井土村不植田取分ヶ帳 享保8 1723 11 15
26 井土村日焼田帳 享保14 1729 9 ̶
27 門前村名寄帳 延享元 1744 10 ̶
28 門前村御年貢取立帳 寛延3 1750 10 ̶
29 井土村御定米帳 寛延3 1750 11 ̶
30 河村郡井土村流場所御改帳 宝暦12 1762 8 ̶

表１ 三佛寺所蔵 第２函 目録 図１
表２ 三佛寺所蔵 第２函 村別目録 図２ 江戸時代前期・開改帳（４号・６号）
表３ 井土村 土地台帳表 図３ 江戸時代中期・開改帳（９号・１３号・１４号）
表４ 井土村 所領変化表 図４ 江戸時代前期・開改帳（１６号・１８号・２０号）
表５ 俵原村 所領変化表 図５
表６ 門前村 所領変化表
表７ 門前村小字名一覧表
表８ 三佛寺所領増減表

三朝町地図

〔表1〕三佛寺文書 第2函 目録　　

図表一覧

延宝５年 地詰帳

〔表１〕　三佛寺所蔵 第２函 目録

〔表２〕　三佛寺所蔵 第２函 村別目録
作成年代 西暦
寛永10 1633

元禄13 1700

元禄16 1703

享保2 1717

享保14 1729
延享1 1744

寛延3 1750
宝暦12 1762
安永2 1773

享和3 1803
文化1 1804
文化9 1812
文政7 1824
天保5 1834

〔表2〕 三佛寺文書 第2函 村別目録
門前村 俵原村 井土村

地詰帳（1号）

不植田改帳（23号）

延宝5 1677 地詰帳（2号）
地詰帳（3号）
図帳写（21号）

元禄14 1701
開改帳（4号）＊
開改帳（5号）

永荒改帳（22号）

日焼田帳（26号）

正徳5 1715
新開改帳（6号）＊
新開改帳（7号）
新開改帳（8号）

享保8 1723
日焼田帳（24号）
不植田取分ヶ帳（25号）

名寄帳（27号）

延享4 1747
新開改帳（9号）＊
新開改帳（10号）
新開改帳（12号）

開改帳（11号）

年貢取立帳（28号） 定米帳（29号）
流場所改帳（30号）

開改帳（13号）

寛政6 1794
開改帳（14号）＊
新開田改帳（15号）
開改帳（16号）

新開改帳（17号）

開改帳（20号）
注）＊表記の開改帳は同一年紀で重複しているもののうち基本台帳と見なせる清書本である。

年々開改帳（18号）
新開改帳（19号）
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る
。
こ
れ
ら
は
、
検
地
帳
が
遺
っ
て
い
な
い
三
佛
寺
所
領
を
検
討
す
る
う
え
で
基
本
と
な

る
史
料
で
あ
る
。
そ
の
帳
簿
を
村
別
に
ま
と
め
た
目
録
が
〔
表
２
〕
で
あ
る
。
門
前
村
の

開
改
帳
に
は
、
同
一
年
紀
で
複
数
冊
あ
る
年
が
あ
る
。
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）〈
四

号
＊
・
五
号
〉、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）〈
六
号
＊
・
七
号
〉、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）〈
九

号
＊
・
一
〇
号
・
一
二
号
〉、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）〈
一
四
号
＊
・
一
五
号
〉
で
あ
る

が
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
＊
は
基
本
台
帳
と
み
な
せ
る
清
書
本
で
あ
る
）。
こ
の

門
前
村
の
開
改
帳
の
多
さ
に
対
し
て
、
俵
原
村
で
は
地
詰
帳
一
冊
〈
三
号
〉、
開
改
帳
二

冊
〈
一
一
号
・
一
七
号
〉
の
み
で
あ
り
、
井
土
村
で
は
地
詰
帳
〈
一
号
〉、
開
改
帳
〈
一
九

号
〉
の
各
一
冊
の
ほ
か
に
「
永
荒
御
改
帳
」〈
二
二
号
〉、「
不
植
田
御
改
帳
」〈
二
三
号
〉、

「
流
場
所
御
改
帳
」〈
三
〇
号
〉
な
ど
と
記
さ
れ
た
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
耕
作
さ
れ
な

か
っ
た
土
地
の
台
帳
が
六
冊
〈
二
二
号
〜
二
六
号
、
三
〇
号
〉
遺
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

帳
面
は
、
三
ヶ
村
の
う
ち
井
土
村
の
み
で
遺
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
井
土
村
の
土
地
関
係
帳
簿
類
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
後
、
そ
れ
を

ふ
ま
え
て
三
佛
寺
所
領
の
村
で
あ
る
俵
原
村
の
地
詰
帳
お
よ
び
開
改
帳
の
内
容
確
認
と
と

も
に
、
か
つ
て
考
察
し
た
門
前
村
の
状
況
確
認
と
併
せ
て
三
徳
山
三
佛
寺
所
領
の
各
村
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

  

な
お
、
記
載
内
容
が
三
号
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
二
一
号
の
御
図
帳
写
、
門
前
村
分
し
か

遺
っ
て
い
な
い
二
七
号
の
名
寄
帳
、
二
八
号
の
年
貢
取
立
帳
は
〔
表
１
〕
に
収
録
し
た
が
、

記
載
内
容
か
ら
今
回
の
分
析
対
象
に
は
し
て
い
な
い
。 

一　
地
誌
・
古
文
書
類
か
ら
見
る
三
徳
山
三
佛
寺
所
領

　

中
世
以
降
の
地
誌
や
古
文
書
類
に
み
え
る
三
佛
寺
所
領
の
規
模
を
確
認
し
て
い
く
。
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
鳥
取
藩
士
の
松
岡
布
政（
７
）
が
著
し
た
地
誌
で
あ
る
『
伯
耆
民

談
記
』（
８
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
佛
寺
所
領
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。

一
、
美
徳
山　

河
村
郡
山
領
百
国
因
州
唯
識
院
支
配
山
の
傳
に
曰
人
皇
八
代
孝
孁
天
皇
の

御
宇
よ
り
の
山
号
な
り
、
四
十
二
代
文
武
天
皇
の
御
宇
、
慶
雲
三
丙
午
歳
、
役
優
婆
塞
白

雲
峻
嶺
を
攀
登
り
、
あ
ら
た
に
神
窟
を
開
き
、
子
守
勝
手
蔵
王
三
所
を
安
置
す
、
五
十
四

代
仁
明
天
皇
嘉
祥
二
年
、
釋
慈
覺
大
師
に
神
勅
あ
り
て
、
刹
柱
を
建
て
、
釋
迦
彌
陀
大
日

の
三
佛
を
安
置
す
、
淨
土
院
美
徳
山
三
佛
寺
と
号
す
と
也
、
上
古
は
三
千
坊
あ
り
し
と
い

へ
り
、
a
中
古
源
頼
朝
公
當
山
を
造
營
せ
ら
れ
、
此
時
よ
り
し
て
社
閣
三
十
八
宇
、
坊
舎

百
余
宇
、
山
領
一
萬
餘
町
の
田
畑
三
千
石
に
定
め
給
ふ
、
其
後
は
山
領
次
第
に
減
し
、
坊

舎
と
て
も
其
如
く
、
山
の
衰
ふ
る
事
年
久
し
と
か
や
、
b
然
る
に
羽
衣
石
南
條
伯
耆
守
元

続
是
を
再
興
し
て
、
社
閣
十
一
宇
と
な
し
、
坊
院
十
二
舎
を
置
き
、
山
領
五
百
石
と
成
る
、

C
慶
長
年
中
又
修
理
あ
つ
て
、
山
領
國
印
一
百
石
と
成
つ
て
、
坊
舎
又
減
し
、
三
院
と
な

る
、
夫
よ
り
後
は
國
守
の
造
營
な
り
、（
後
略
） 

　

ま
ず
、
傍
線
部
分
ａ
で
は
中
世
に
は
源
頼
朝
が
造
営
を
お
こ
な
い
山
領
は
一
万
町
余
、

田
畑
三
千
石
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
遺
っ
て
い

な
い
。

　

次
い
で
、
二
重
線
部
分
ｂ
で
は
羽
衣
石
城
主
の
南
条
伯
耆
守
元
続
が
再
興
し
て
、
山
領

は
五
百
石
と
み
え
る（
９
）。
関
係
文
書
と
し
て
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
八
月
付
の
南
条

元
続
安
堵
状
が
あ
る（
10
）。
そ
の
石
高
は
不
詳
で
は
あ
る
が
片
柴
よ
り
奥
の
除
地
分
を
三

佛
寺
に
寄
進
し
て
お
り
、
南
条
氏
に
よ
る
三
佛
寺
に
対
す
る
支
援
を
物
語
る
。 

　

以
二
寺
領
之
内
一
、
片
柴
よ
り
奥
除
地
分
、
両
谷
共
為
二
御
供
領
一
相
渡
候
、
永
代
収

納
可
レ
有
レ
之
、
弥
以
残
寺
々
無
二
破
滅
一
様
、
才
覚
之
者
也
、

　
　
　
　
天
正
五
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
条
元
続

　
　
　
　

丑
八
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
判

　
　
　
　
　

三
徳
山
中

　

そ
し
て
、
波
線
部
分
ｃ
で
は
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
三
佛
寺
の
修
理

が
実
施
さ
れ
、
堂
舎
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
所
領
は
一
〇
〇
石
と
み

え
る
。
こ
の
頃
の
所
領
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
一
○
月
一
二

日
付
の
友
田
吉
政
寄
進
状（
11
）
が
あ
る
。

 　
　
　
　
　

以
上

　

以
二
坂
本
之
内
一
、
高
百
石
之
分
相
渡
候
、
可
レ
有
二
寺
納
一
候
、
弥
御
寺
相
続
候
様
ニ
、

御
才
覚
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
慶
長
四
年        
友
田
勝
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　

十
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

吉
政
（
花
押
）

三
徳
山
惣
中　
﹇　
　
　
　

﹈　
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本
文
中
の
傍
線
部
分
か
ら
、
慶
長
四
年
に
当
時
の
鳥
取
藩
主
宮
部
氏
の
家
臣
友
田
吉
政

に
よ
り
、
三
佛
寺
に
対
し
て
一
〇
〇
石
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
南
条

氏
の
没
落
に
よ
り
所
領
を
失
っ
た
三
佛
寺
に
対
し
て
宮
部
氏
の
寄
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
の

で
あ
る（
12
）。
そ
の
と
き
、
三
佛
寺
所
領
は
天
正
五
年
の
五
〇
〇
石
か
ら
一
〇
〇
石
へ
と

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
領
地
と
し
て
「
坂
本
」
の
地
名
を
確
認
で
き
る
。『
伯
耆
民
談
記
』

に
み
え
る
所
領
の
石
高
が
ど
れ
ほ
ど
の
実
態
を
示
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
も
の
の
江

戸
時
代
初
め
に
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
石
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
入
り
次
に
示
す
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
一
一
月
二
八
日

付
け
の
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲
家
臣
荒
尾
内
匠
助
他
三
名
連
署
寄
進
状（
13
）
に
は
、
そ
の
所

領
に
関
す
る
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

　

伯
耆
国
河
村
郡
井
土
村
内
高
七
拾
七
石
三
斗
五
升
七
合
、
同
郡
俵
原
村
内
高
弐
拾
弐

石
六
斗
四
升
三
合
、
都
合
百
石
為
二
寺
領
一
御
寄
進
之
候
、
永
代
可
レ
有
二
収
納
一
者
也
、

仍
如
レ
件
、

　
　
　
　
寛
永
拾
年

　
　
　
　
　
　

十
一
月
廿
八
日    　
　

乾
兵
部
大
輔
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
志
摩
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
尾
内
匠
助
（
花
押
）

                                                                              

　

本
文
の
内
容
か
ら
、
井
土
村
の
石
高
七
七
石
三
斗
五
升
七
合
、
俵
原
村
の
石
高
二
二
石

六
斗
四
升
三
合
、
合
わ
せ
て
一
〇
〇
石
が
池
田
光
仲
に
よ
り
三
佛
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
、
寄
進
状
の
本
文
中
に
は
門
前
村
は
み
え
な
い
が
、
当
時
の
門
前
村

地
域
は
す
で
に
三
佛
寺
の
寺
辺
所
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
三
佛
寺
に
隣
接
す
る
門
前
村
は
藩
と
し
て
は
寄
進
の
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
三
佛
寺
文
書
第
二
函
に
納
め
ら
れ
て
い
る
各
村
の
基
本
台
帳
で
あ
る

地
詰
帳
に
み
る
と
寛
永
一
〇
年
七
月
の
段
階
で
井
土
村
が
七
一
石
七
斗
六
升
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
の
段
階
で
俵
原
村
が
一
三
石
八
斗
七
升
四
合
、
門
前
村
が
一
二
石
八
斗
八

升
二
合
で
あ
り
、
そ
の
総
計
は
九
八
石
五
斗
一
升
六
合
と
な
っ
て
い
る（
14
）。
こ
の
う
ち
、

井
土
村
は
寛
永
一
〇
年
の
石
高
が
寄
進
状
と
地
詰
帳
で
は
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
俵
原
村
は
寛
永
一
〇
年
の
寄
進
状
の
頃
に
比
べ
て
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
で
は
、
そ
の

石
高
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寛
永
一
〇
年
の
段
階
で
は
寄
進
の
対
象
と
さ
れ
な

か
っ
た
門
前
村
が
、
延
宝
五
年
に
は
正
式
に
三
佛
寺
所
領
と
し
て
把
握
さ
れ
た
結
果
と
い

え
よ
う
。 

　

ま
た
、
三
佛
寺
所
領
の
村
々
に
関
し
て
と
り
ま
と
め
た
史
料
と
し
て
、
一
八
世
紀
中
期

頃
に
鳥
取
藩
士
佐
藤
建
長（
15
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
地
誌
『
因
府
録
』（
16
）
が
あ
る
。 

　
　
　
　

美
徳
山
領
の
事

　
　
　
　

美
徳
山
領
村
々

　
　

高
拾
弐
石
六
斗
四
升
三
合        

　
　
　

物
成
三
石
七
斗
九
升
三
合　
　
　

俵
村

（
原
脱
ヵ
）

　
　

高
拾
六
石
壱
斗
七
升
六
合

　
　
　

物
成
六
石
八
合　
　
　
　
　
　
　

門
前
村

　
　

高
七
拾
石
四
斗
九
升
六
合

　
　
　

物
成
三
拾
八
石
七
斗
壱
升　
　
　

井
土
村

　
　

高
合
九
拾
九
石
三
斗
壱
升
五
合

　
　
　

物
成
四
拾
八
石
五
斗
壱
升
壱
合

　
　

○
右
美
徳
山
三
仏
寺
領
三
ヶ
村
ハ
、
年
貢
取
立
山
林
等
何
も
寺
作
廻
也
。

　

人
別
帳
血
判
等
の
儀
ハ
在
方
作
廻
に
て
、
其
外
非
常
の
御
政
務
都
て
在
方
作
廻

也
。

　
　
　

是
ハ
御
国
替
以
後
、
御
上
の
御
寄
附
也
。

　

そ
こ
に
は
三
徳
山
三
佛
寺
所
領
の
村
は
井
土
村
、
俵
原
村
、
門
前
村
の
三
ヶ
村
で
あ
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
各
村
の
石
高
の
総
計
は
九
九
石
三
斗
一
升
五
合
で
あ
り
、
ほ

ぼ
一
〇
〇
石
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
末
期
の
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
寺
社

領
帳
」（
17
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
三
佛
寺
所
領
が
一
〇
〇
石
で
あ

る
と
み
え
る
。

　
　

伯
耆
国
寺
社
領

　
　

河
村
郡         

　
　
御
家
老
中
折
紙　
　
　
　
　
　
美
徳
山

　
　

一
、
高
百
石　
　
　
　
　
　
　

三
仏
寺
領
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し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
三
徳
山
三
佛
寺
所
領
は
、
江
戸
時
代
を
と
お
し
て

ほ
ぼ
一
〇
〇
石
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
所
領
の
村
々
は
井
土
村
、
俵
原
村
、
門
前
村

の
三
ヶ
村
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
江
戸
時
代
に
所
領
が
一
〇
〇
石
で
あ
っ
た
三
佛
寺
は
『
伯
耆
民
談
記
』
の
記
載

に
よ
る
と
伯
耆
石
で
は
三
〇
〇
〇
石
の
大
山
寺
を
別
格
と
し
て
、
そ
れ
に
次
ぐ
地
位
に
あ

り
、
そ
の
他
の
寺
院
は
五
〇
石
に
も
満
た
な
い
所
領
で
あ
っ
た（
18
）。

 

二　
所
領
の
変
化
〔
図
５
参
照
〕

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
を
と
お
し
て
三
佛
寺
所
領
は
約
一
〇
〇
石
で

あ
り
、
所
領
の
広
さ
の
順
に
そ
の
所
在
は
井
土
村
、
俵
原
村
、
門
前
村
の
三
ヶ
村
で
あ
っ

た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
所
領
は
三
ヶ
村
で
実
態
と
し
て
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
三
佛
寺
所
領
の
変
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
各
村
の
土

地
帳
簿
類
の
分
析
や
確
認
を
お
こ
な
っ
た
後
、
郷
帳
を
基
本
に
し
て
地
詰
帳
、
開
改
帳
な

ど
の
帳
簿
類
で
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
三
佛
寺
所
領
の
変
化
を
表
に
す
る
と
井
土

村
〔
表
４
〕、
俵
原
村
〔
表
５
〕、
門
前
村
〔
表
６
〕
に
示
し
た
と
お
り
と
な
る
。
こ
の
表

は
①
地
詰
帳
、
②
郷
帳
な
ど
の
帳
簿
類
、
③
開
改
帳
の
順
序
で
石
高
と
田
積
を
記
し
て
い

る
。
ま
た
、
井
土
村
に
関
し
て
は
④
そ
の
他
と
し
て
「
永
荒
御
改
帳
」、「
不
植
田
御
改
帳
」

な
ど
の
田
地
の
減
少
を
示
す
帳
簿
類
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
土
地
台
帳
類
の
う
ち
②
の
郷

帳
類
は
江
戸
幕
府
の
勘
定
所
が
国
絵
図
と
と
も
に
編
集
し
た
国
ご
と
の
郷
村
高
帳
で
あ

り
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
元
禄
一
四
年
郷
帳
、
天
保
五
年
の
天
保
五
年
郷
帳（
19
）

を
用
い
た
。
さ
ら
に
、
郷
帳
以
外
で
江
戸
時
代
の
村
別
の
石
高
が
わ
か
る
資
料
と
し
て
宝

暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
）
の
宝
暦
年
間
書
上
帳（
20
）、
一
八
世
紀
中
期

（
一
七
五
一
〜
一
八
〇
〇
）
に
成
立
の
因
府
録（
21
）、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
旧
高

旧
領
取
調
帳（
22
）
を
採
っ
た
。 

 

（
１
）　

井
土
村
〔
表
３・４
参
照
〕

　

三
佛
寺
所
領
の
う
ち
井
土
村
は
、
現
在
の
三
朝
町
西
尾
地
域
で
あ
る
。
旧
波
伯
山
地
区

の
南
、
三
朝
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
村
の
北
東
を
小
鹿
川
が
北
西
に
流
れ
て

い
る
。
井
土
村
に
は
地
詰
帳
〈
一
号
〉、
開
改
帳
〈
一
九
号
〉
の
他
に
「
河
村
郡
井
土
村

永
荒
御
改
帳
」、「
井
土
村
不
植
田
御
改
帳
」、「
河
村
郡
井
土
流
場
所
御
改
帳
」
な
ど
と
記

さ
れ
た
土
地
台
帳
が
六
冊
あ
る
こ
と
は
前
に
指
摘
し
た
〔
表
３
〕。
井
土
村
の
実
態
を
知

る
た
め
、
六
冊
の
帳
面
が
ど
う
よ
う
な
性
格
の
土
地
台
帳
で
あ
る
の
か
記
載
内
容
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

そ
の
六
冊
の
土
地
台
帳
は
、
そ
の
記
載
内
容
か
ら
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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植
田
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二
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流
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改
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三
〇

号
〉
で
あ
る
。
A
永
荒
改
帳
は
長
期
間
、
荒
地
で
あ
っ
た
土
地
を
記
し
た
土
地
台
帳
、
B

不
植
田
改
帳
は
日
照
り
や
そ
の
他
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
田
植
え
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た

田
地
の
状
況
を
記
し
た
土
地
台
帳
、
C
流
場
所
改
帳
は
洪
水
な
ど
の
水
害
に
よ
り
耕
作
が

不
可
能
地
と
な
っ
た
土
地
を
記
し
た
土
地
台
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
主

立
っ
た
も
の
を
例
と
し
て
挙
げ
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
史
料
引
用
に
お
い
て
下
段
に
漢
数
字
で
何
番
と
記
し
、
記
述
に
お
い
て
も
使
用

し
て
い
る
数
字
は
筆
者
が
一
号
か
ら
三
〇
号
ま
で
の
す
べ
て
の
冊
子
（
但
し
二
一
号
、

二
七
号
、
二
八
号
は
除
く
）（
23
）
に
記
さ
れ
て
い
る
田
地
一
筆
ご
と
に
対
し
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記
載
順
序

に
し
た
が
っ
て
付
し
た
通
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で
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。
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表
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河
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井
土
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御
改
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／
辰
ノ
七
月
日
」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
内
容

は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
丁
目
表
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三徳山三佛寺の所領～江戸時代の土地帳簿類の分析～ 42

1 寛永10年 1633 7 伯州河村郡井土村田畠地詰帳 地詰帳 71石7斗6升 6町2反6畝12歩半 312 19 15
  22* 元禄13 1700 7 21 河村郡井土村永荒御改帳 永荒改帳 1石2斗6升4合 1反15歩半 15 10 10
 23* 元禄16 1703 7 1 井土村不植田御改帳 不植田改帳 1石2斗1升 9畝15歩 4 1 1
 24* 5 29 井土村日焼不植田帳 不植田改帳 1石3斗9合 1反18歩半 5 1 2
 25* 11 15 井土村不植田取分ヶ帳 不植田改帳 2石9斗2合 2反1畝28歩半 4 － 1
 26* 享保14 1729 9 井土村日焼田帳 不植田改帳 6石2斗3升7合 5反5畝28歩半 5 － 3
 30* 宝暦12 1762 8 河村郡井土村流場所御改帳 流場所改帳 6石6斗2合 6反3畝10歩半 31 8 21
19 文政7 1824 10 河村郡井土村新開改帳 2石3斗3升 2反3畝1歩 8 24 4

2石3斗3升 2反3畝1歩
18石2斗1升5合 1町7反1畝26歩半

注）井土村の減少合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

石高 田積 石高 田積 石高 田積 石高 田積
1 寛永10年 1633 71石7斗6升 6町2反6畝12歩半 地詰帳
22 元禄13 1700 1石2斗6升4合 1反15歩半 永荒改帳
－ 元禄14 1701 65石7斗8升7合 － 元禄14年郷帳
23 元禄16 1703 1石2斗1升 9畝15歩 不植田改帳
24 1石3斗9合 1反18歩半 不植田改帳
25 2石9斗2合 2反1畝28歩半 不植田改帳
26 享保14 1729 6石2斗3升7合 5反5畝28歩半 不植田改帳
－ 宝暦年間 1751～1764 70石4斗9升6合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 70石4斗9升6合 － 因府録
30 宝暦12 1762 6石6斗2合 6反3畝10歩半 流場所改帳

 19* 文政7 1824 2石3斗3升 2反3畝1歩 開改帳
－ 天保5 1834 70石3斗5升9合 － 天保5年郷帳
－ 明治10 1877 72石3斗5升9合 旧高旧領取調帳

2石3斗3升 2反3畝1歩
18石2斗1升5合 1町7反1畝26歩半

享保8 1723

増加合計
減少合計

〔表３〕井土村 土地台帳表

文書番号 作成年代 西暦 月 日 史料名 石高 田積 土地数 字名数 名請人数

〔表４〕井土村 所領変化表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳 その他

享保8 1723

増加合計
減少合計

注）井土村の増加合計は＊表記の開改帳の数値である。

〔表３〕　井土村 土地台帳表

〔表６〕　門前村 所領変化表

〔表５〕　俵原村 所領変化表

石高 田積 石高 田積 石高 田積
3 延宝5 1677 13石8斗7升4合 1町6反7畝10歩
－ 元禄14 1701 11石4斗3升4合 － 元禄14年郷帳
11* 延享4 1747 1石3斗1升2合 2反1畝26歩 開改帳
－ 宝暦年間 1751～1764 12石6斗4升3合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 12石6斗4升3合 － 因府録
17* 文化元 1804 16石1斗3升3合 2町6反8畝26歩半 開改帳
－ 天保5 1834 12石6斗4升3合 天保5年郷帳
－ 明治10 1877 32石1斗3升7合 － 旧高旧領取調帳

17石4斗4升5合 2町9反22歩半

石高 田積 石高 田積 石高 田積
2 延宝5 1677 12石8斗8升2合 1町1反4畝19歩半
－ 1斗5升7合 － 元禄14年郷帳
4* 4石8斗 4反3畝19歩 開改帳
5 4石8斗 4反3畝19歩
6* 17石1斗9升5合 2町1反4畝28歩 開改帳
7 17石1斗9升5合 2町1反4畝28歩 （文化二年写）
8 享保2 1717 2斗9升3合 3畝20歩
9* 3石2斗2升3合 4反8歩半 開改帳
10 2石1斗7升3合 2反7畝6歩半
12 3石5斗7升6合 4反4畝17歩半 （文化二年写）
－ 宝暦年間 1751～1764 16石3斗7升6合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 16石1斗7升6合 － 因府録
13* 安永2 1773 2石1斗5升2合 2反6畝27歩 開改帳
14* 1石3斗8升1合 1反7畝8歩 開改帳
15 1石3斗8升1合 1反7畝8歩 （文化二年写）
16* 享和3 1803 1石7升7合 1反1畝29歩 開改帳
18* 文化9 1812 4石4斗8升7合 4反9畝25歩半 開改帳
－ 15石2升1合 － 天保5年郷帳
20* 9升 1畝 開改帳
－ 明治10 1877 49石2合 － 旧高旧領取調帳

34石4斗5合 4町5畝25歩
注）門前村の増加合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

〔表５〕　俵原村 所領変遷表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳

増加合計
注）俵原村の増加合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

〔表６〕門前村 所領変遷表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳

寛政6 1794

天保5 1834

増加合計

元禄14 1701

正徳5 1715

延享4 1747

〔表４〕　井土村 所領変化表

1 寛永10年 1633 7 伯州河村郡井土村田畠地詰帳 地詰帳 71石7斗6升 6町2反6畝12歩半 312 19 15
  22* 元禄13 1700 7 21 河村郡井土村永荒御改帳 永荒改帳 1石2斗6升4合 1反15歩半 15 10 10
 23* 元禄16 1703 7 1 井土村不植田御改帳 不植田改帳 1石2斗1升 9畝15歩 4 1 1
 24* 5 29 井土村日焼不植田帳 不植田改帳 1石3斗9合 1反18歩半 5 1 2
 25* 11 15 井土村不植田取分ヶ帳 不植田改帳 2石9斗2合 2反1畝28歩半 4 － 1
 26* 享保14 1729 9 井土村日焼田帳 不植田改帳 6石2斗3升7合 5反5畝28歩半 5 － 3
 30* 宝暦12 1762 8 河村郡井土村流場所御改帳 流場所改帳 6石6斗2合 6反3畝10歩半 31 8 21
19 文政7 1824 10 河村郡井土村新開改帳 2石3斗3升 2反3畝1歩 8 24 4

2石3斗3升 2反3畝1歩
18石2斗1升5合 1町7反1畝26歩半

注）井土村の減少合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

石高 田積 石高 田積 石高 田積 石高 田積
1 寛永10年 1633 71石7斗6升 6町2反6畝12歩半 地詰帳
22 元禄13 1700 1石2斗6升4合 1反15歩半 永荒改帳
－ 元禄14 1701 65石7斗8升7合 － 元禄14年郷帳
23 元禄16 1703 1石2斗1升 9畝15歩 不植田改帳
24 1石3斗9合 1反18歩半 不植田改帳
25 2石9斗2合 2反1畝28歩半 不植田改帳
26 享保14 1729 6石2斗3升7合 5反5畝28歩半 不植田改帳
－ 宝暦年間 1751～1764 70石4斗9升6合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 70石4斗9升6合 － 因府録
30 宝暦12 1762 6石6斗2合 6反3畝10歩半 流場所改帳

 19* 文政7 1824 2石3斗3升 2反3畝1歩 開改帳
－ 天保5 1834 70石3斗5升9合 － 天保5年郷帳
－ 明治10 1877 72石3斗5升9合 旧高旧領取調帳

2石3斗3升 2反3畝1歩
18石2斗1升5合 1町7反1畝26歩半

享保8 1723

増加合計
減少合計

〔表３〕井土村 土地台帳表

文書番号 作成年代 西暦 月 日 史料名 石高 田積 土地数 字名数 名請人数

〔表４〕井土村 所領変化表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳 その他

享保8 1723

増加合計
減少合計

注）井土村の増加合計は＊表記の開改帳の数値である。

石高 田積 石高 田積 石高 田積
3 延宝5 1677 13石8斗7升4合 1町6反7畝10歩
－ 元禄14 1701 11石4斗3升4合 － 元禄14年郷帳
11* 延享4 1747 1石3斗1升2合 2反1畝26歩 開改帳
－ 宝暦年間 1751～1764 12石6斗4升3合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 12石6斗4升3合 － 因府録
17* 文化元 1804 16石1斗3升3合 2町6反8畝26歩半 開改帳
－ 天保5 1834 12石6斗4升3合 天保5年郷帳
－ 明治10 1877 32石1斗3升7合 － 旧高旧領取調帳

17石4斗4升5合 2町9反22歩半

石高 田積 石高 田積 石高 田積
2 延宝5 1677 12石8斗8升2合 1町1反4畝19歩半
－ 1斗5升7合 － 元禄14年郷帳
4* 4石8斗 4反3畝19歩 開改帳
5 4石8斗 4反3畝19歩
6* 17石1斗9升5合 2町1反4畝28歩 開改帳
7 17石1斗9升5合 2町1反4畝28歩 （文化二年写）
8 享保2 1717 2斗9升3合 3畝20歩
9* 3石2斗2升3合 4反8歩半 開改帳
10 2石1斗7升3合 2反7畝6歩半
12 3石5斗7升6合 4反4畝17歩半 （文化二年写）
－ 宝暦年間 1751～1764 16石3斗7升6合 － 宝暦年間書上帳
－ 18世紀中期 1751～1800 16石1斗7升6合 － 因府録
13* 安永2 1773 2石1斗5升2合 2反6畝27歩 開改帳
14* 1石3斗8升1合 1反7畝8歩 開改帳
15 1石3斗8升1合 1反7畝8歩 （文化二年写）
16* 享和3 1803 1石7升7合 1反1畝29歩 開改帳
18* 文化9 1812 4石4斗8升7合 4反9畝25歩半 開改帳
－ 15石2升1合 － 天保5年郷帳
20* 9升 1畝 開改帳
－ 明治10 1877 49石2合 － 旧高旧領取調帳

34石4斗5合 4町5畝25歩
注）門前村の増加合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

〔表５〕　俵原村 所領変遷表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳

増加合計
注）俵原村の増加合計は＊表記の開改帳の数値を足したものである。

〔表６〕門前村 所領変遷表

文書番号 作成年代 西暦
史料名

備考欄地詰帳 郷帳/書上帳/因府録/取調帳 開改帳/新開改帳

寛政6 1794

天保5 1834

増加合計

元禄14 1701

正徳5 1715

延享4 1747
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43 水石靖子
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右
衛
門        

三
三
〇
番

　
　
　
　

高
六
斗
七
合

が
ら
ん
、
古
永
荒
之
内
延
宝
五
年
起

一
、
下
田　
　
　
　
　
　
　

十
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
右
衛
門　

三
三
一
番

　
　
　
　

高
四
升
七
合

　
a
高
合
四
石

　

右
ハ
古
永
荒
之
内
延
宝
五
年

　

巳
御
改
起
シ
、
改
人
吉
右
衛
門
・
三
郎
右
衛
門
・
善
右
衛
門

（
三
丁
目
表
）

せ
ん
し

一
、
下
々
田　
　
　
　
　
　

七
歩
半　
　
　
　
　
　
　

永
荒　
　

二
郎
三　

三
三
二
番

　
　
　
　

高
三
升

大
い
と
口

一
、
下
々
田　
　
　
　
　
　

七
畝
八
歩
半　
　
　
　
　

永
荒　
　

同
人    　

三
三
三
番

　
　
　
　

高
八
斗
七
升
四
合

同
所

一
、
下
々
田　
　
　
　
　

壱
畝
十
八
歩　
　
　
　
　
　

永
荒　
　

太
郎
三　

三
三
四
番

　
　
　
　

高
壱
斗
九
升
弐
合

（
三
丁
目
裏
）

同
所

一
、
下
々
田　
　
　
　
　

壱
畝
拾
弐
歩　
　
　
　
　
　

永
荒　
　

同
人　
　

三
三
五
番

　
　
　
　

高
壱
斗
六
升
八
合

　
b
高
合
五
石
弐
斗
六
升
四
合           

永
荒

　
　
　
　

内
四
石
延
宝
五
年
巳
ノ
年
起

　
　
　
　

久
原
村
吉
右
衛
門
片
柴
村
三
郎
右
衛
門
布
川
村

　
　
　
　

善
右
衛
門
御
改
起
、
但
起
帳
御
座
候
、

　
　
　
　

同
壱
石
弐
斗
六
升
四
合
荒
取
御
座
候

（
四
丁
目
表
）

右
永
荒
御
改
之
儀
候
者
、
／
念
入
被
二
仰
渡
一
、
重
々
念
入
／
相
改
帳
面
指
上
申（

マ
マ
）返

／
少

茂
相
違
な
く
御
座
候
、
／
若
相
違
御
座
候
者
、
／
私
共
曲
事
ニ
可
レ
被
二
／
仰
付
一
候
、
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為
レ
其
判
形

（
四
丁
目
裏
）

仕
候
、
以
上　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と
村
庄
や　
　

六
郎
兵
衛
（
黒
円
印
）

元
禄
十
三
年        　

　
　
　

辰
七
月
廿
一
日　
　
　
　

同
年
寄　
　
　
　

六
兵
衛
（
黒
円
印
）

　
　

山
田
村　

忠
左
衛
門
殿

　

二
二
号
の
永
荒
御
改
帳
に
記
載
の
土
地
数
は
一
五
筆
（
三
二
一
番
〜
三
三
五
番
）
で
あ

る
。
内
容
の
記
載
順
序
は
三
二
一
番
か
ら
三
三
一
番
ま
で
の
一
一
筆
は
、
一
筆
ご
と
に
土

地
が
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
土
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
、
⑤
石
高
の
順

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
「
古
永
荒
之
内
延
宝
五
年
起
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の

等
級
は
す
べ
て
下
田
で
あ
る
。
三
三
二
番
か
ら
三
三
五
番
ま
で
の
四
筆
は
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
土
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
永
荒
、
⑤
名
請

人
名
、
⑥
石
高
の
順
で
記
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
等
級
は
す
べ
て
下
々
田
で
あ
る
。「
永
荒
」

と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
れ
ら
の
記
載
内
容
か
ら
、
二
二
号
の
永
荒
御
改
帳
に
は
「
古
永
荒

之
内
延
宝
五
年
起
」、「
永
荒
」
と
い
う
二
種
類
の
田
地
が
確
認
で
き
る
。
で
は
、
こ
の
二

種
類
の
田
地
は
、
ど
の
よ
う
な
土
地
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
傍
線
部
分
ａ
か
ら
次
の
二
点
の
こ
と
が
わ
か
る
。
⑴
「
古
永
荒
之
内
延
宝
五
年

起
」
と
記
さ
れ
た
石
高
は
四
石
で
あ
る
。
⑵
三
二
一
番
か
ら
三
三
一
番
ま
で
の
一
一
筆
は
、

延
宝
五
年
に
古
永
荒
地
が
復
旧
さ
れ
て
耕
作
地
と
な
り
、
そ
の
時
の
改
人
と
し
て
吉
右
衛

門
・
三
郎
右
衛
門
・
善
右
衛
門
の
名
前
を
あ
げ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
古
永
荒
地
は
長
年
荒

地
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
五
年
の
段
階
で
は
耕
作
地
と
し
て
復
旧
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

次
い
で
、
二
重
線
部
分
ｂ
は
「
高
合
五
石
弐
斗
六
升
四
合　

永
荒
」
と
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
「
古
永
荒
之
内
延
宝
五
年
改
起
」
の
一
一
筆
（
三
二
一
番
〜
三
三
一
番
）
と
「
永
荒
」

の
四
筆
（
三
三
二
番
〜
三
三
五
番
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
石
は
延
宝
五
年
に
古
永
荒
地

を
再
び
開
墾
（「
改
起
」）
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
改
人
と
さ
れ
る
久
原
村
吉
右

衛
門
・
片
柴
村
三
郎
右
衛
門
・
布
川
村
善
右
衛
門
の
三
名
が
実
質
的
に
開
墾
に
関
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
時
「
御
改
起
、
但
起
帳
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
「（
改
）
起
帳
」
が
作
成

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
石
一
斗
六
升
四
合
は
元
禄
一
三
年
段
階
で
の
荒

地
の
石
高
で
あ
り
、「
永
荒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
四
筆
の
田
地
で
あ
る
。
そ
の
田
積
は
一

反
一
五
歩
半
、
石
高
は
一
石
二
斗
六
升
四
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
二
号
の
永
荒
御

改
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
二
種
類
の
田
地
は
、
ど
ち
ら
も
元
々
は
古
永
荒
地
で
あ
っ
た
が
、

延
宝
五
年
に
古
永
荒
地
か
ら
耕
作
地
へ
と
復
旧
し
た
土
地
（
一
五
筆
・
石
高
四
石
）、
元

禄
十
三
年
段
階
で
荒
地
の
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
土
地
（
四
筆
・
石
高
一
石
二
斗
六
升
四

合
）
の
存
在
を
示
し
て
お
り
、
元
禄
一
三
年
段
階
で
の
永
荒
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
土
地
状
況
を
書
き
あ
げ
た
土
地
台
帳
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

な
お
、
差
出
部
分
に
は
井
土
村
庄
屋
・
年
寄
各
一
名
の
署
名
が
あ
り
、
宛
名
部
分
に

「
山
田
村　

忠
右
衛
門
殿
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
帳
面
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
他
村
の
人

間
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
三
佛
寺
近
隣
の
村
の
者
を
証
人
と
し
て

作
成
し
た
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｂ
）　

不
植
田
改
帳

　

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
井
土
村
不
植
田
帳
〈
二
四
号
〉
は
、「
享
保
八
年
／
井
土

村
日
焼
不
植
田
帳
／
卯
五
月
日
」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
内
容
は
次
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。

（
一
丁
目
表
）

と
り
ご
へ
、
此
分
植
付
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                          　
　
　
　
　
　
　
（
通
し
番
号
）

一
、
中
田　
　
　
　
　
　
　

四
畝
廿
壱
歩
半　
　
　
　
　
　

源
七　
　
　
　

三
四
〇
番

　
　
　
　

高
七
斗
五
升
五
合

同
所
、
此
分
内
つ
ヽ
ミ
有 

植
付
少
有

一
、
中
田　
　
　
　
　
　
　

壱
反
五
畝
拾
歩　
　
　
　
　
　

左
次
兵
衛　
　

三
四
一
番

　
　
　
　

高
弐
石
四
斗
五
升
三
合

同
所
、
不
植

一
、
下
々
田　
　
　
　
　
　

八
畝
廿
六
歩
半　
　
　
　
　
　

同
人　
　
　
　

三
四
二
番

　
　
　
　

高
壱
石
六
升
六
合

（
一
丁
目
裏
）

同
所
、
内
少
う
へ
付
仕
候
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一
、
下
田　
　
　
　
　
　
　

壱
反　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人　
　
　
　

三
四
三
番

　
　
　
　

高
壱
石
四
斗

同
所
、
不
植

一
、
下
田　
　
　
　
　
　
　

壱
畝
廿
二
歩　
　
　
　
　
　
　
﹇ （

同
人
ヵ
） 

　
　

﹈ 　
　

  

三
四
四
番

　
　
　
　

高
弐
斗
四
升
三
合

                                           

　
　

畝
合
四
反
弐
拾
歩

　
　

高
合
五
石
九
斗
壱
升
七
合

（
二
丁
目
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
土
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　

卯
ノ
五
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

源
四
郎

　
　

三
徳
山

　
　
　
　
　

三
院
様

　

二
四
号
の
日
焼
不
植
田
御
改
帳
に
記
載
の
土
地
数
は
五
筆
（
三
四
〇
番
〜
三
四
四
番
）

で
あ
る
。
内
容
の
記
載
順
番
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②

土
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
、
⑤
石
高
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
二
四
号
に
記

載
さ
れ
て
い
る
字
名
は
、
す
べ
て
「
と
り
ご
へ
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
四
〇
番
の
一
筆

に
は
「
と
り
ご
へ
、
此
分
植
付
仕
候
」
と
あ
り
、「
と
り
ご
へ
」
で
一
部
植
え
付
け
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の
他
の
土
地
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
三
四
一
番
は

「
同
所
、
此
分
内
つ
ヽ
ミ
有
植
付
少
有
」
と
み
え
、
こ
の
土
地
に
は
堤
が
あ
り
植
え
付
け

を
少
々
お
こ
な
っ
て
い
る
。
三
四
三
番
は
「
同
所
、
内
少
う
へ
付
仕
候
」
と
あ
り
、
少
し

だ
け
植
え
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
四
一
番
と
三
四
三
番
の
二
筆
の
土
地

は
、
ど
ち
ら
も
植
え
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
植
え
付
け
の
石
高
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
四
二
番
と
三
四
四
番
の
二
筆
に
は

「
同
所
不
植
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
植
え
付
け
を
実
施
し
な
か
っ
た
土
地
で
あ
る
と
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
四
号
の
日
焼
不
植
田
御
改
帳
は
源
七
分
と
佐
次
兵
衛
分
の
「
と
り

ご
へ
」
と
い
う
字
名
の
田
地
の
植
え
付
け
状
況
を
記
し
た
土
地
台
帳
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
う
ち
不
植
田
分
の
田
積
は
一
反
一
八
歩
半
、
石
高
は
一
石
三
斗
九
合
で
あ
る
。
な
お
、

二
四
号
の
末
尾
部
分
の
差
出
部
分
に
は
井
土
村
庄
屋
の
署
名
が
あ
り
、
宛
名
部
分
に
は

「
三
徳
山
三
院
様
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
三
徳
山
へ
提
出
し
た
帳
面
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
四
号
と
同
年
に
作
成
さ
れ
た
帳
面
が
、
次
に
示
す
享
保
八
年
の
井

土
村
不
植
田
取
紛

（
分
ヵ
）ヶ
帳
〈
二
五
号
〉
で
あ
る
。
こ
の
帳
面
は
表
紙
に
「
享
保
八
年
／
井
土

村
不
植
田
取
紛

（
分
ヵ
）ヶ
帳
／
卯
ノ
十
一
月
日
」
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
一
丁
目
表
裏
、
二
丁

目
表
を
取
り
あ
げ
た
。

（
一
丁
目
表
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
し
番
号
）

一
、
中
田　
　
　
　
　
　
　

壱
反
六
畝　
　
　
　
　
　
　

佐
次
兵
衛
分　
　

三
四
五
番

　
　
　

内
三
畝　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゝ
ミ
下
ニ
引

　
　
　
　
　
　

高
四
斗
八
升

　
　
　

同
七
畝
拾
歩　
　
　
　
　
　
　

不
植
田

　
　
　
　
　
　

高
壱
石
壱
斗
七
升
三
合

　
　
　

同
五
畝　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
付
仕
候

　
　
　
　
　
　

高
八
斗

（
一
丁
目
裏
）

一
、
下
々
田　
　
　
　
　
　

八
畝
廿
六
歩
半　
　
　
　
　

不
植
田　
　
　
　

三
四
六
番

　
　
　
　
　
　

高
壱
石
六
升
六
合

一
、
下
田　
　
　
　
　
　
　

弐
畝
廿
弐
歩　
　
　
　
　
　

不
植
田　
　
　
　

三
四
七
番

　
　
　
　
　
　

高
弐
斗
四
升
三
合

一
、
下
田　
　

壱
反                                                       　
　
　
　
　
　
　

 

三
四
八
番

　
　
　

内
三
畝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

高
四
斗
弐
升　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
植
田

（
二
丁
目
表
）

　
　
　

同
七
畝　
　
　

　
　
　
　
　
　

高
九
斗
八
升　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
付
仕
候
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本
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、
三
四
五
番
、
三
四
六
番
、
三
四
七
番
、
三
四
八
番

の
四
筆
で
あ
り
、
記
載
内
容
は
二
四
号
の
三
四
一
番
、
三
四
二
番
、
三
四
四
番
、
三
四
三

番
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
佐
次
兵
衛
分
の
「
不
植
田
」
の
田

地
で
あ
り
、
そ
の
田
積
は
あ
わ
せ
て
二
反
一
畝
二
八
歩
半
、
石
高
は
二
石
九
升
二
合
で
あ

る
。
ま
た
、
二
四
号
で
不
明
で
あ
っ
た
植
え
付
け
の
石
高
は
、
こ
の
二
五
号
に
明
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
詳
細
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
五
号
の
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
田

地
は
佐
次
兵
衛
分
の
不
植
田
で
あ
り
、
享
保
八
年
段
階
で
の
佐
次
兵
衛
分
の
土
地
の
植
え

付
け
状
況
の
確
認
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
今
後
、
田
地
と
し
て
復
旧
の
見
込
み
を
把
握
す

る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
土
地
台
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
文
末
尾
に
「
庄
屋

　

源
四
郎
／
美
徳
山
ノ
三
院
様
」
と
あ
り
、
差
出
人
名
お
よ
び
宛
名
は
二
四
号
の
日
焼
不

植
田
帳
に
記
載
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
側
へ
充
て
て
作
成
し
た
帳
面
で
あ

ろ
う
。

（
Ｃ
）　

流
場
所
改
帳

　

宝
暦
一
二
年
（
一
八
二
四
）
河
村
郡
井
土
村
流
場
所
御
改
帳
〈
三
〇
号
〉
は
、
表
紙
に

「
宝
暦
拾
弐
年
／
河
村
郡
井
土
村
流
場
所
御
改
帳
／
午
ノ
八
月
日
」
と
あ
り
、
そ
の
本
文

の
記
載
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
丁
目
表
と
文
末
を
と
り
あ
げ
た
。

（
一
丁
目
表
）

大
ま
ん
田　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
通
し
番
号
）

一
、
下
田　
　
　
　
　
　

三
畝
拾
九
歩　
　
　
　
　
　
　
　

紋
右
衛
門　
　

三
五
四
番

　
　
　

内　

拾
五
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
地

　
　
　

同　

弐
畝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
無
荒

　
　
　
　

高
弐
斗
八
升

　

    　

同　

壱
畝
四
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
荒

　
　
　
　

高
壱
斗
五
升
九
合

　
　

高
合
四
斗
三
升
九
合

大
ま
ん
田

一
、
下
田　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
四
歩　
　
　
　
　
　
　
　

与
二
右
衛
門　

三
五
五
番

　
　

高
壱
斗
一
升
弐
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
無
荒

（
文
末
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組
頭　

吉
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　
　
　

茂
左
衛
門

　
　
　
　

午
ノ
八
月
日　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　
　
　

源
重
郎

　

美
徳
山

　
　
　
　

三
佛
寺
様

　

三
〇
号
の
流
場
所
御
改
帳
に
記
載
の
土
地
数
は
三
一
筆
（
三
五
四
番
〜
三
八
四
番
）
で

あ
る
。
内
容
の
記
載
順
番
は
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
土
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名

請
人
名
、
⑤
石
高
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
一
丁
目
表
の
三
五
四
番
は
、
紋
右
衛
門
分
の

田
地
が
記
さ
れ
て
お
り
土
地
の
等
級
、
田
積
、
生
地
、
当
無
荒
（
田
積
・
石
高
）、
永
荒
（
田

積
・
石
高
）、
石
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
洪
水
な
ど
の
水
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
田
地
の
状
態
を
「
生
地
」、「
当
無
荒
」、「
永
荒
」
に
分
類
し
て
、「
生
地
」
は
人

の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
土
地
、「
無
荒
地
」
は
現
状
で
は
荒
地
で
は
な
く
田
地
と
し

て
機
能
し
て
い
る
土
地
、「
永
荒
」
は
長
ら
く
の
間
、
荒
地
で
あ
っ
た
土
地
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
記
載
形
式
は
三
〇
号
で
は
田
地
に
つ
い
て
、
す
べ
て
共
通
で
あ
り
洪
水
な
ど
の
水
害

に
よ
る
損
失
お
よ
び
田
地
と
し
て
機
能
す
る
土
地
の
把
握
を
す
る
た
め
に
土
地
を
詳
細
に

分
類
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
「
永
荒
」
と
記
載
の
田
積
は
六
反
三
畝

一
〇
歩
半
、
石
高
は
六
石
六
斗
二
合
で
あ
る
。
文
末
の
差
出
部
分
に
は
五
人
組
頭
一
名
、

年
寄
一
名
、
庄
屋
一
名
の
署
名
が
あ
り
、
美
徳
山
三
佛
寺
へ
充
て
て
作
成
し
た
帳
面
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
土
村
の
六
冊
の
土
地
台
帳
は
記
載
内
容
か
ら
「
永
荒
」、「
不
植
田
」、

「
流
場
所
」
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
よ
る
田
地
の
現
状
を
書
き
上
げ
る
こ
と
で
、
今
後
田

地
と
し
て
復
活
さ
せ
る
た
め
に
土
地
を
把
握
す
る
土
地
台
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
六
冊
の
う
ち
二
四
号
、
二
五
号
、
三
〇
号
に
は
宛
名
部
分
に
「
美
徳
山
三
佛

寺
」
と
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
側
へ
充
て
て
作
成
さ
れ
た
帳
面
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
〔
表
３
〕
に
示
し
た
と
お
り
、
帳
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
減
少
分
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
総
計
は
田
積
が
一
町
七
反
一
畝
二
六
歩
半
、
石
高
が
一
八
石
二
斗
一
升
五
合
と
な

る
。
こ
れ
は
、
三
佛
寺
所
領
分
の
う
ち
井
土
村
の
負
担
し
て
い
た
約
七
〇
石
が
少
し
ず
つ

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　

で
は
、
そ
の
他
の
土
地
帳
簿
類
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
井
土
村
の
地
詰
帳
と
開
改
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帳
は
、
そ
の
記
載
形
式
や
内
容
が
門
前
村
の
帳
面
と
同
様
で
あ
り
、
地
詰
帳
は
井
土
村
の

基
礎
と
な
る
土
地
台
帳
、
開
改
帳
は
開
墾
に
よ
り
拡
大
し
た
土
地
台
帳
で
あ
る
。
各
々
の

石
高
お
よ
び
田
積
は
〔
表
４
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。
寛
永
一
〇
年
の
地
詰
帳
〈
一
号
〉
で

は
、
井
土
村
は
田
積
が
六
町
六
反
九
畝
二
五
歩
半
、
石
高
が
七
一
石
七
斗
六
升
で
あ
り
、

そ
の
頃
の
三
佛
寺
所
領
一
〇
〇
石
の
う
ち
七
一
石
を
井
土
村
が
負
担
し
て
い
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
井
土
村
の
唯
一
の
開
改
帳
で
あ
る
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
開
改
帳
〈
一
九

号
〉
に
み
え
る
開
墾
の
田
地
は
、
総
田
積
が
二
反
三
畝
一
歩
、
石
高
が
二
石
三
斗
三
合
で

あ
り
、
そ
の
田
積
や
石
高
の
少
な
い
こ
と
か
ら
井
土
村
で
は
開
墾
が
あ
ま
り
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、〔
表
４
〕
で
は
井
土
村
は
寛
永
一
〇
年
の
地
詰
帳
〈
一
号
〉
の
石
高
が

七
一
石
七
斗
六
升
で
あ
り
、
三
佛
寺
所
領
の
村
々
の
う
ち
最
も
多
い
石
高
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
寛
永
一
〇
年
の
地
詰
帳
か
ら
天
保
五
年
の
郷
帳
の
七
〇
石
三
斗
三
升
六
合
に

至
る
ま
で
若
干
減
少
し
つ
つ
も
、
約
七
〇
石
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
但
し
、
元
禄

一
四
年
の
元
禄
郷
帳
で
は
石
高
が
六
五
石
七
斗
八
升
七
合
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

井
土
村
だ
け
で
な
く
後
述
す
る
俵
原
村
や
門
前
村
で
も
同
様
で
あ
り
、
因
幡
国
お
よ
び
伯

耆
国
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
村
々
で
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
因
伯
の
両
国
で
大
洪
水

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
全
体
の
石
高
が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
井
土
村
に
は
前
述
の
ご
と
く
所
領
の
他
村
に
は
み
ら
れ
な
い
「
河
村
郡
井

土
村
永
荒
御
改
帳
」、「
井
土
村
不
植
田
御
改
帳
」、「
河
村
郡
井
土
流
場
所
御
改
帳
」
な
ど

と
記
さ
れ
た
「
永
荒
」、「
不
植
田
」、「
流
場
所
」
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
よ
っ
て
石
高
の

減
少
を
示
す
改
帳
が
六
冊
あ
り
、
そ
の
減
少
分
の
総
石
高
は
一
八
石
二
斗
一
升
五
合
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
減
少
分
の
石
高
は
宝
暦
年
間
書
上
帳
、
因
府
録
、
天
保
五
年
の
郷
帳

に
数
値
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
実
際
に
は
石
高
が
減
少

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
値
が
郷
帳
類
の
帳
簿
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
減
少
に
対
し
て
開
墾
を
示
す
開
改
帳
は
井
土
村
で
は
一
冊
だ
け
で
あ
り
、
そ
の

石
高
は
二
石
三
斗
三
合
と
微
々
た
る
量
で
あ
る
。

（
２
）　

俵
原
村
〔
表
５
参
照
〕

　

俵
原
村
は
現
在
の
三
朝
町
俵
原
地
域
で
あ
る
。
門
前
村
の
東
側
に
位
置
し
て
お
り
、
村

を
東
西
に
倉
吉
往
来
（
鹿
野
街
道
）
が
通
っ
て
い
る
。
そ
の
街
道
に
沿
っ
て
流
れ
る
三
徳

川
の
最
上
流
域
で
あ
り
、
因
幡
国
に
接
す
る
伯
耆
東
端
の
村
で
あ
る
。
こ
の
俵
原
村
に
は

延
宝
五
年
の
地
詰
帳
〈
三
号
〉、
延
享
四
年
の
開
改
帳
〈
一
一
号
〉、
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
の
新
開
改
帳
〈
一
七
号
〉
の
三
冊
が
あ
り
、
地
詰
帳
と
開
改
帳
は
、
そ
の

記
載
形
式
や
内
容
が
門
前
村
の
帳
面
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
詰
帳
は
俵
原
村
の
基

礎
と
な
る
土
地
台
帳
、
開
改
帳
は
開
墾
に
よ
り
拡
大
し
た
土
地
台
帳
で
あ
る
。
延
宝
五
年

の
地
詰
帳
で
は
田
積
が
一
町
六
反
七
畝
一
〇
歩
、
石
高
が
一
三
石
八
斗
七
升
四
合
で
あ

る
。
二
冊
の
開
改
帳
は
延
享
四
年
段
階
で
は
田
積
が
二
反
一
畝
二
六
歩
、
石
高
が
一
石
三

斗
一
升
二
合
、
文
化
元
年
段
階
で
は
田
積
が
二
町
六
反
八
畝
二
六
歩
半
、
石
高
が
一
六
石

一
斗
三
升
三
合
、
そ
の
総
田
積
が
二
町
九
反
二
二
歩
半
、
石
高
が
一
七
石
四
斗
四
升
五
合

と
な
り
、
田
積
と
石
高
の
増
加
が
判
明
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、〔
表
５
〕
に
示
し
た
と
お
り
、
俵
原
村
は
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
〈
三
号
〉

で
は
石
高
が
一
三
石
八
斗
七
升
四
合
で
あ
り
、
多
少
の
増
減
が
あ
る
も
の
の
延
宝
五
年
か

ら
天
保
五
年
ま
で
約
一
二
石
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
元
禄
一
四
年
の
元
禄
郷
帳
に

は
石
高
が
一
一
石
四
斗
三
升
四
合
と
あ
り
、
洪
水
に
よ
る
僅
か
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
俵
原
村
の
開
改
帳
で
あ
る
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
一
一
号
、
文
化
元

年
（
一
八
〇
四
）
の
一
七
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
増
加
石
高
は
合
わ
せ
る
と
一
七
石
四
斗

四
升
五
合
と
な
る
。
ま
た
、
明
治
一
〇
年
の
旧
高
旧
領
取
調
帳
を
み
る
と
石
高
が
三
二
石

一
斗
三
升
七
合
と
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
の
石
高
か
ら
約
二
・
五
倍
も
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
は
開
改
帳
に
み
ら
れ
る
開
墾
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）　

門
前
村
〔
表
６
参
照
〕

　

門
前
村
は
現
在
の
三
朝
町
三
徳
地
域
で
あ
る
。
村
の
中
央
を
東
か
ら
西
へ
と
三
徳
川
が

流
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
倉
吉
往
来
が
通
っ
て
い
る
。
既
に
門
前
村
の
土
地
帳
簿
類

に
つ
い
て
は
、
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
が
一
冊
、
開
改
帳
が
一
四
冊
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
一

年
紀
の
開
改
帳
が
複
数
冊
あ
る
と
述
べ
た
。
同
一
年
紀
の
開
改
帳
は
、
元
禄
一
四
年
〈
四

号
＊
・
五
号
〉、
正
徳
五
年
〈
六
号
＊
・
七
号
〉、
延
享
四
年
の
〈
九
号
＊
・
一
〇
号
・
一
二

号
〉、
寛
政
六
年
〈
一
四
号
＊
・
一
五
号
〉
で
あ
る（
24
）。
開
改
帳
は
他
に
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）〈
八
号
〉、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）〈
一
三
号
〉、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

〈
一
六
号
〉、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）〈
一
八
号
〉、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）〈
二
〇
号
〉

の
五
冊
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
開
改
帳
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
門
前
村
の
開
墾
の
実
態
を
記

し
て
お
り
、
そ
の
開
墾
に
よ
る
田
地
と
石
高
の
数
値
を
表
し
た
〔
表
６
〕。
重
複
し
て
い

る
開
改
帳
は
、
＊
を
付
け
た
基
本
台
帳
と
み
な
せ
る
清
書
本
の
開
改
帳
Ａ
型
〈
四
号
・
六

号
・
九
号
・
一
四
号
〉
の
数
値
を
採
っ
た
。
ま
た
、
享
保
二
年
の
八
号
に
関
し
て
は
、
記

載
内
容
が
九
号
の
開
改
帳
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
九
号
の
数
値
を
扱
っ
た（
25
）。
開
墾
が
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進
ん
だ
結
果
、
最
後
の
開
改
帳
が
作
成
さ
れ
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
段
階
で
は
門
前

村
は
地
詰
帳
に
比
べ
て
田
積
四
町
五
畝
二
五
歩
、
石
高
三
四
石
四
升
五
合
増
加
し
て
お

り
、
継
続
的
な
小
規
模
開
墾
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
田
地
拡
大
が
着
実
に
み
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
門
前
村
の
開
改
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
字
名
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
位
置

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
字
名
を
門
前
村
地
籍
図
で
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
地
籍

図
は
時
期
別
に
地
詰
帳
〔
図
１
〕、
開
改
帳
の
前
期
〔
図
２
〕、
中
期
〔
図
３
〕、
後
期
〔
図

４
〕
の
四
枚
作
成
し
、
各
時
代
の
開
改
帳
は
古
い
順
に
●
、
▲
、
■
の
表
記
と
し
た
。
さ

ら
に
、
地
籍
図
の
情
報
を
〔
表
７
〕
に
あ
ら
わ
し
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
門
前
村
の
開
改
帳

に
記
さ
れ
て
い
る
字
名
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
次
に
挙
げ
る
と
お
り
で
あ

る
。
ま
ず
、
地
詰
帳
〈
２
号
〉
に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
の
小
字
名
は
、
ほ
ぼ
三
徳
川
沿

い
の
土
地
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
最
も
多
い
字
名
は
土
地
数
が
一
五
筆
あ
る

「
牛
王
谷
」（
地
籍
図
57
・
60
）
で
田
積
は
一
反
八
畝
四
歩
で
あ
っ
た（
26
）。
こ
の
「
牛
王
谷
」

は
二
号
の
地
詰
帳
の
み
確
認
で
き
る
土
地
で
あ
り
、「
合
谷
古
屋
敷
」、「
合
谷
い
え
の
上
」、

「
合
谷
い
え
の
下
」
と
い
っ
た
合
谷
で
も
さ
ら
に
細
か
い
所
在
地
を
示
す
字
名
が
み
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
屋
敷
が
存
在
す
る
な
ど
元
々
拓
け
た
土
地
で
あ
り
、
地
詰
帳
の
作
成
時
に

は
集
落
の
周
辺
を
田
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
開
改
帳
に
は
そ
の

字
名
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
地
で
は
新
た
な
開
墾
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
在
で
も
こ
の
地
域
に
は
集
落
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
田
地
が

広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
唯
一
、三
徳
川
沿
い
で
は
な
く
そ
の
支
流
の
山
側
に
位

置
す
る
小
字
に
鶯
谷
（
地
籍
図
24
番
）
が
あ
る
。
こ
の
鶯
谷
は
地
詰
帳
で
は
土
地
数
が
四

筆
、
田
積
が
三
畝
七
歩
と
さ
ほ
ど
広
い
田
地
を
有
し
て
い
な
い
土
地
で
あ
る
。
し
か
し
、

開
改
帳
で
は
江
戸
時
代
を
と
お
し
て
土
地
数
が
三
七
筆
、
田
積
が
三
反
一
畝
二
四
歩
半
と

開
墾
に
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
特
に
前
期
と
後
期
の
増
加
は
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
地
詰
帳
の
時
期
以
降
に
開
墾
に
よ
っ
て
田
地
の
拡
大
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
土
地
で
あ

り
、
開
墾
が
三
徳
川
支
流
を
山
側
に
遡
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
で

あ
る
。
前
期
の
開
墾
は
地
詰
帳
の
頃
と
比
べ
て
中
流
域
が
多
少
増
加
し
て
い
る
が
、
清
水

（
地
籍
図
15
番
）
と
馬
場
（
地
籍
図
69
番
）
の
よ
う
に
、
門
前
村
の
東
端
（
上
流
）
と
西

端
（
下
流
）
で
初
見
の
土
地
が
あ
る
。
清
水
は
三
徳
川
沿
い
の
支
流
の
山
側
に
位
置
し
て

お
り
、
主
に
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
増
加
は
土
地
数
が
七
筆
、

田
積
が
二
反
八
畝
一
八
歩
半
で
あ
り
、
土
地
数
は
少
な
い
も
の
の
他
所
と
比
べ
て
一
筆
あ

た
り
の
田
積
が
広
い
と
い
え
る
。
清
水
の
開
墾
も
、
鶯
谷
の
よ
う
に
三
徳
川
支
流
の
山
側

に
沿
っ
て
開
墾
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
馬
場
は
前
・
後
期
に
か
け

て
開
墾
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
数
は
一
三
筆
、
田
積
が
四
反
二
畝
九
歩
と
開

墾
に
よ
る
増
加
は
、
江
戸
時
代
の
門
前
村
の
中
で
最
も
多
い
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
開
墾

に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
馬
場
周
辺
は
現
在
で
も

三
徳
川
沿
い
に
田
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
特
に
前
期
（
正
徳
五
年
の
六
号
）
の
開
墾
は
、

田
積
お
よ
び
石
高
か
ら
み
て
門
前
村
の
中
で
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
〔
表
７
〕。
こ
の
開

墾
以
降
、
神
代
（
地
籍
図
35
番
）、
中
畑
（
地
籍
図
41
番
）
は
中
・
後
期
も
小
規
模
で
は

あ
る
が
開
墾
が
お
こ
な
わ
れ
た
土
地
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
詰
帳
の
土
地

は
三
徳
川
沿
い
に
あ
っ
た
も
の
が
、
前
期
の
開
改
帳
で
は
清
水
と
馬
場
の
よ
う
に
門
前
村

の
東
端
と
西
端
の
水
脈
と
土
地
の
あ
る
土
地
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
は
鶯
谷
の
著
し
い
増
加
に
加
え
て
、
神
代
、
成
谷
（
地
籍
図
38
番
）
の
よ
う
に
三
徳

川
支
流
の
山
側
へ
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
山
側
に
向
か
っ
て
の
開
墾
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
門
前
村
の
開
墾
は
耕
地
化
で
き
る
土
地
と

水
脈
の
あ
る
場
所
を
求
め
て
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
門
前
村
は
寛
永
一
〇
年
の
寄
進
状
に
は
そ
の
村
名
が
み
え
ず
、
延
宝
五
年
の
地
詰

帳
で
は
石
高
が
一
二
石
八
斗
八
升
二
合
と
三
佛
寺
所
領
の
う
ち
最
も
少
な
い
村
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
元
禄
一
四
年
の
郷
帳
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
洪
水
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
一
斗
五
升
七
合
ま
で
激
減
し
た
も
の
の
正
徳
五
年
ま
で
に
被
害
で
減
少
し
た
分
を
回
復

し
、
そ
の
後
は
天
保
五
年
ま
で
の
間
、
開
改
帳
の
作
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
着
実
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
門
前
村
の
開
改
帳
は
減
少
分
の
石
高
を
回
復
す
る

た
め
開
墾
を
直
ち
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
門
前
村
で
は
江
戸

時
代
を
と
お
し
て
開
墾
を
実
施
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
正
徳
五
年
以
降
の
開
墾
に
よ

る
増
加
分
の
石
高
が
宝
暦
年
間
書
上
帳
、
因
府
録
、
天
保
五
年
の
郷
帳
に
は
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。

　

そ
し
て
、
明
治
一
〇
年
の
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
石
高
が
四
九
石
二
合
と
な
り
、
延
宝

五
年
の
地
詰
帳
の
石
高
か
ら
約
四
倍
も
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
門
前
村
に
お
け
る
開

墾
に
よ
る
成
果
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
実
態
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

三　
全
体
か
ら
み
た
江
戸
時
代
の
三
佛
寺
所
領

　

江
戸
時
代
の
は
じ
め
三
佛
寺
所
領
で
あ
る
井
土
村
、
俵
原
村
、
門
前
村
の
地
詰
帳
の
総

石
高
は
九
八
石
五
斗
一
升
六
合
で
あ
り
、
そ
の
所
領
は
約
一
〇
〇
石
と
い
え
る
。
そ
の
う

ち
、
井
土
村
で
は
所
領
の
他
村
に
は
み
ら
れ
な
い
「
永
荒
」、「
不
植
田
」、「
流
場
所
」
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
石
高
の
減
少
を
示
す
六
冊
の
土
地
台
帳
の
総
石
高
が
宝
暦
年
間
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〔図１〕　延宝５年 地詰帳

〔図２〕　江戸時代前期・開改帳（４号・６号）
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〔図３〕　江戸時代中期・開改帳（９号・13号・14号）

〔図４〕　江戸時代前期・開改帳（16号・18号・20号）



鳥取県立博物館研究報告 Bulletin of the Tottori Prefectural Museum 55. March 30, 2018　 鳥取県立博物館 Tottori Prefectural Museum

51 水石靖子

〔表７〕　門前村 小字名一覧表

1 菅 原 0

2 尾 谷 頭 0

3 尾 谷 2 12歩 2 5畝28歩 4 ６畝10歩

4 蛇 谷 頭 0

5 蛇 谷 3 1畝18歩 2 4畝25歩 1 6歩 1 4歩 4 1畝8歩半 11 8畝1歩半

6 木 地 屋 敷 1 １畝18歩 2 6畝15歩 1 3畝5歩 1 7歩 5 1反1畝15歩

7 栃 木 坂 1 21歩 1 2畝13歩半 2 3畝４歩

8 上 段 原 1 27歩 1 21歩 1 8畝21歩 1 7歩 4 1反16歩

9 上 段 原 頭 0

10 下 段 原 頭 0

11 下 段 原 1 6歩 2 1反7畝13歩半 1 8歩 1 5歩 1 27歩半 6 １反９畝

12 古 屋 敷 1 9畝 3 5畝17歩半 1 5歩 5 １反４畝22歩

13 赤 坂 4 5畝12歩 2 5畝16歩半 1 24歩 7 １反１畝22歩半

14 長 畑 2 23歩 2 23歩

15 清 水 3 1反12歩 3 2反8畝2歩半 1 4歩 7 ２反8畝18歩半

16 清 水 頭 0

17 下 向 頭 0

18 笹 原 向 0

19 下 向 1 1畝15歩 1 25歩 2 ２畝10歩

20 吉 原 3 1畝24歩 3 １畝24歩

21 笹 原 7 1反4畝11歩半 2 10歩 9 １反4畝21歩半

22 笹 原 頭 0

23 鶯 谷 口 0

24 鶯 谷 4 3畝7歩 2 6畝6歩 2 15歩 12 3畝7歩 11 5畝1歩半 10 1反2畝25歩 41 ２反５畝1歩半

25 鶯 谷 奥 0

26 鶯 谷 奥 頭 0

27 鶯 谷 口 頭 0

28 本 田 頭 0

29 本 田 3 2畝16歩 3 2畝5歩半 6 ４畝21歩半

30 妙 見 6 5畝28歩 2 2畝6歩 4 1反4畝 1 1畝10歩 1 12歩 14 ２反３畝26歩

31 妙 見 頭 0

32 成 ル 2 1畝14歩 1 18歩 3 ２畝2歩

33 成 ル 空 0

34 成 木 地 屋 敷 0

35 神 代 1 5歩 1 1畝 1 6歩 2 17歩 1 24歩 1 5畝23歩 7 8畝15歩

36 鑪 鞴 邸 1 1畝10歩 1 １畝10歩

37 鑪 鞴 邸 頭 0

38 成 谷 2 6歩 2 1畝9歩 4 1畝15歩

39 神 代 頭 0

40 成 ル 空 頭 0

41 中 畑 1 12歩 1 2歩 1 1畝20歩 1 1畝10歩 3 24歩 1 25歩 1 10歩 9 5畝13歩

42 美 徳 谷 3 7畝10歩 3 ７畝10歩

43 馬 洗 淵 1 2歩 2 17歩 1 2畝8歩 4 2畝27歩

44 海 老 谷 頭 0

45 海 老 谷 1 28歩 6 8畝2歩 2 28歩 9 ９畝28歩

46 観 音 院 0

47 妙 光 0

48 美 徳 頭 0

49 美 徳 0

50 蜜 坊 1 10歩 1 15歩 2 25歩

51 九 曜 1 3歩 1 ３歩

52 九 曜 頭 0

53 馬 口 岩 1 3畝20歩 3 20歩 4 ４畝10歩

54 大 瀬 丸 4 3畝6歩半 4 ３畝6歩半

55 大 瀬 丸 頭 0

56 杉 ノ 原 1 3畝15歩 2 3畝 1 5歩 4 ６畝20歩

57 上 牛 王 谷 15 1反8畝4歩 15 １反8畝４歩

58 籏 谷 1 2畝 2 1畝15歩 3 ３畝15歩

59 籏 谷 頭 0

60 中 牛 王 谷 0

61 大 谷 6 2畝5歩 2 6歩 8 ２畝11歩

62 大 谷 頭 0

63 大 石 0

64 一 ノ 瀬 頭 0

65 一 ノ 瀬 2 10歩 2 1反10歩 4 １反20歩

66 宇 田 谷 0

67 宇 田 谷 頭 0

68 馬 場 頭 0

69 馬 場 2 1反5畝10歩 2 8畝28歩 3 1反1畝15歩 3 1畝14歩 3 5畝2歩 13 ４反２畝９歩
46 ６反３畝７歩半 16 ３反３畝１歩 40 １町２反７畝２１歩 30 ２反５畝20歩 11 ２反23歩 35 １反６畝８歩 28 １反３７歩 19 ２反9畝24歩半 1 10歩 226 ３町３反８畝１歩半

〔表７〕門前村小字名一覧表
１８号

開改帳

文化９

1812

９号

開改帳

延享４

1747

１３号

開改帳

安永２

1773

２０号

開改帳

天保５

1834

１４号

開改帳

寛政６

1794

１６号

開改帳

享和３

1803

合 計

合計番号 小字名

２号

地詰帳

延宝５

1677

４号

開改帳

元禄14

1701

６号

開改帳

正徳５

1715
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書
上
帳
、
因
府
録
、
天
保
五
年
の
郷
帳
に
数
値
と
し

て
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
門
前
村
の
開
改

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
増
加
分
の
石
高
で
も
同
様
の

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
元
禄
一
四
年
の
大
洪
水
に
よ

り
、
領
内
全
体
で
収
穫
高
が
減
少
し
、
そ
の
石
高
が

七
七
石
三
斗
七
升
八
合
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
実
態

は
元
禄
の
郷
帳
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
門
前
村
で
は
、
同
年
に
直

ぐ
さ
ま
開
墾
を
実
施
し
て
お
り
、
開
改
帳
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
正
徳
五
年
ま
で
に
は
減
少
分
の
石
高
を
回

復
し
て
い
る
〔
表
８
〕。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
降
も
着
実
に
開
墾
を
実
施
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
開
墾
に
よ
る
石
高
の

増
加
が
郷
帳
な
ど
の
帳
簿
類
の
数
値
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
開
墾
に
よ
る
増
加

の
み
ら
れ
る
俵
原
村
も
同
様
に
開
墾
に
よ
る
石
高
が

郷
帳
な
ど
の
帳
簿
類
の
数
値
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
石
高
の
減
少
し
た
井
土
村
と
開
墾
に

よ
り
増
加
し
た
門
前
村
お
よ
び
俵
原
村
の
双
方
で
の

増
減
し
た
石
高
が
元
禄
の
郷
帳
以
降
の
帳
簿
類
に
は

数
値
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
所
領
三
ヶ

村
の
総
石
高
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
石
と
変
化
が
な
い
が

そ
の
内
訳
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
郷
帳
類
に
記
さ

れ
て
い
る
数
値
は
三
佛
寺
所
領
の
実
態
で
は
な
い
と

い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
井
土
村
の
石
高
が
自
然
災
害

に
よ
っ
て
僅
か
に
減
少
し
て
も
、
俵
原
村
や
門
前
村

の
開
墾
で
補
填
す
る
こ
と
に
よ
り
三
佛
寺
所
領
全
体

に
は
影
響
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
当
初
は
所
領
の
大
半

の
割
合
を
占
め
て
い
た
井
土
村
の
田
地
が
永
荒
、
不

植
田
、
流
場
所
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
徐
々
に
衰

退
し
て
い
き
、
そ
れ
を
補
う
か
の
よ
う
に
門
前
村
で

〔表８〕　三佛寺所領増減表
年代 西暦 史料名 所領合計 増減 井土村 増減 俵原村 増減 門前村 増減
寛永10 1633 　71石7斗6升
延宝5 1677 13石8斗7升4合 12石8斗8升2合
元禄14 1701 元禄14年郷帳 77石3斗7升8升 ↓ 65石7斗8升7合 ↓ 11石4斗3升4合 ↓ 1斗5升7合 ↓
宝暦年間 1751～1764 宝暦年間書上帳 99石5斗1升5升 ↑ 70石4斗9升6合 ↑ 12石6斗4升3合 ↑ 16石3斗7升6合 ↑
18世紀中期 1751～1800 因府録 99石3斗1升5升 ↓ 70石4斗9升6合 ＝ 12石6斗4升3合 ＝ 16石1斗7升6合 ↓
天保5 1834 天保5年郷帳 97石9斗9升7升 ↓ 70石3斗3升3合 ↓ 12石6斗4升3合 ＝ 15石2升1合 ↓
明治10 1877 旧高旧領取調帳 153石4斗9升5升 ↑ 72石3斗5升9合 ↑ 32石1斗3升7合 ↑ 49石2合 ↑

開改帳 ̶ 2石3斗3合 ̶ 7石7斗4升5合 ̶ 34石4斗5合 ̶

̶ ̶地詰帳 98石5斗1升6升 ̶ ̶

〔図５〕　三朝町地図
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の
開
墾
が
著
し
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
門
前
村
の
開
墾
状
況
か
ら
増
加

分
の
石
高
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
、
江
戸
時
代
の
三
佛
寺
所
領
で
あ
る
一
〇
〇
石
を
維

持
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
三
佛
寺
の
所
領
で
あ
る
三
ヶ
村
は
、
門
前
村
を
中
心
に
所
領
一
〇
〇
石

を
維
持
す
る
た
め
に
零
細
な
土
地
で
開
墾
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
あ
る

程
度
の
水
脈
が
あ
り
三
佛
寺
か
ら
近
く
管
理
の
行
き
届
く
環
境
で
あ
る
門
前
村
周
辺
で
の

開
墾
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
井
土
村
の
減
少
分
を
補
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
佛
寺
所
領
の
村
々
で
は
所
領
の
一
〇
〇
石
を
表
向
き
に
は
維
持
し

て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
着
実
に
増
加
し
て
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
江
戸
時
代
と
お
し
て
三
徳
山
三
佛
寺
が
所
領
一
〇
〇
石
を
ど
の
よ
う

に
維
持
し
て
い
た
の
か
実
態
を
究
明
す
る
た
め
に
所
領
の
規
模
や
所
在
の
確
認
、
井
土
村

の
土
地
帳
簿
類
の
土
地
台
の
分
析
と
俵
原
村
の
地
詰
帳
お
よ
び
開
改
帳
の
内
容
確
認
お
こ

な
い
、
門
前
村
の
状
況
と
併
せ
て
三
佛
寺
所
領
の
全
容
を
述
べ
た
。
そ
の
全
体
の
と
り
ま

と
め
を
お
こ
な
い
た
い
。

①
江
戸
時
代
の
三
徳
山
三
佛
寺
の
所
領
は
郷
帳
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
史
料
で
は
井
土

村
、
俵
原
村
、
門
前
村
の
三
ヶ
所
の
一
〇
〇
石
で
あ
る
。
ま
た
、
三
佛
寺
の
検
知
帳
と

同
等
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
寛
永
一
〇
年
と
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
に
記
載
の
石
高
は

井
土
村
が
七
一
石
七
斗
六
升
、
俵
原
村
が
一
三
石
八
斗
七
升
四
合
、
門
前
村
が
一
二
石

八
斗
八
升
二
合
と
み
え
、
そ
の
総
石
高
は
九
八
石
五
斗
一
升
六
合
と
な
り
、
ほ
ぼ

一
〇
〇
石
で
あ
る
。

②
井
土
村
に
は
寛
永
一
〇
年
の
地
詰
帳
〈
一
号
〉、
文
政
七
年
の
開
改
帳
〈
一
九
号
〉
が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
寛
永
一
〇
年
段
階
で
は
田
積
は
六
町
六
反
九
畝
二
五
歩
半
、
石
高

が
七
一
石
七
斗
六
升
で
あ
り
、
三
佛
寺
所
領
一
〇
〇
石
の
う
ち
七
一
石
を
井
土
村
が
負

担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
政
七
年
の
開
改
帳
に
み
ら
れ
る
増
加
し
た
田
積
は

二
反
三
畝
一
歩
、
石
高
が
二
石
三
斗
三
合
と
少
な
く
、
井
土
村
で
は
開
墾
が
あ
ま
り
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
俵
原
村
に
は
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
〈
三
号
〉、
延
享
四
年
の
開
改
帳
〈
一
一
号
〉、
文
化

元
年
の
新
開
改
帳
〈
一
七
号
〉
の
三
冊
が
あ
り
、
延
宝
五
年
の
段
階
で
は
田
積
は
一
町

六
反
七
畝
一
〇
歩
、
石
高
が
一
三
石
八
斗
七
升
四
合
で
あ
る
。
ま
た
、
二
冊
の
開
改
帳

は
延
享
四
年
段
階
で
は
田
積
は
二
反
一
畝
二
六
歩
、
石
高
が
一
石
三
斗
一
升
二
合
、
文

化
元
年
段
階
で
は
田
積
は
二
町
六
反
八
畝
二
六
歩
半
、
石
高
が
一
六
石
一
斗
三
升
三
合

で
あ
る
。
そ
の
総
田
積
は
二
町
九
反
二
二
歩
半
、
石
高
が
一
七
石
四
斗
四
升
五
合
と
な

り
、
田
積
と
石
高
の
増
加
が
判
明
し
た
。

④
井
土
村
で
は
所
領
の
他
村
に
は
み
ら
れ
な
い
「
永
荒
」、「
不
植
田
」、「
流
場
所
」
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
石
高
の
減
少
を
示
す
六
冊
の
土
地
台
帳
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら

は
A
永
荒
改
帳
〈
二
二
号
〉、
B
不
植
田
改
帳
（
二
三
号
〜
二
六
号
）、
C
流
場
所
改
帳

〈
三
〇
号
〉
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
減
少
分
の
総
田
積
は
一
町
九
反
七
畝
六
歩

半
、
石
高
が
二
三
石
三
斗
七
升
七
合
と
な
り
、
井
土
村
で
は
負
担
分
が
若
干
減
少
し
つ

つ
も
、
約
七
〇
石
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
減
少
分
の
石
高
が
宝
暦
年
間
書

上
帳
、
因
府
録
、
天
保
五
年
の
郷
帳
に
数
値
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
を
と
お
し
て
石
高
の
増
加
し
た
門
前
村
、
石
高
の
減
少
し
た
井
土
村
の
双
方

で
増
減
し
た
石
高
が
元
禄
一
四
年
以
降
の
郷
帳
類
の
帳
簿
に
は
数
値
が
反
映
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
俵
原
村
の
開
改
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
増
加
分
の
石

高
で
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
所
領
三
ヶ
村
の
総
石
高
は
一
〇
〇
石

で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
郷
帳
類
に
記
さ
れ
て
い
る
数
値
は
三

佛
寺
所
領
の
実
態
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
井
土
村
の
石
高
が
自
然
災
害
な
ど
に

よ
っ
て
僅
か
に
減
少
し
て
も
、
俵
原
村
や
門
前
村
の
開
墾
で
補
填
す
る
こ
と
に
よ
り
三

佛
寺
所
領
全
体
に
は
影
響
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
三
佛
寺
所
領
一
〇
〇
石
を
維
持
す
る
た
め
に
、
門
前
村
を
中
心
に
零

細
な
土
地
で
の
開
墾
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
佛
寺
所
領
の
村
々
で

は
所
領
の
一
〇
〇
石
を
表
向
き
に
は
維
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
江
戸
時
代
を
と

お
し
て
小
規
模
な
が
ら
も
継
続
的
な
開
墾
に
よ
り
着
実
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　
注―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１
）現
在
、天
台
宗
寺
院
で
あ
る
三
徳
山
三
佛
寺
の
「
み
と
く
」
を
漢
字
表
記
す
る
場
合
は
「
三
徳
」

と
あ
ら
わ
す
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
に
関
し
て
は
「
美
徳
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
本
文
は
「
三
徳
」
と
表
記
し
、
史
料
引
用
で
「
美

徳
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
美
徳
」
を
使
用
す
る
。

（
２
）「
三
徳
山
由
緒
・
堂
社
書
上
」（
三
佛
寺
文
書　

第
一
函
五
号
）、『
伯
耆
民
談
記
』（「
伯
耆
民
談

記
」『
因
伯
叢
書
』
第
二
巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
縁
起
に
は
、
そ

の
時
、
子
守
、
勝
手
、
蔵
王
の
三
所
権
現
を
安
置
し
た
こ
と
を
三
徳
山
の
開
基
と
し
て
い
る
。
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（
３
）光
谷
拓
実
「
国
宝
・
三
佛
寺
奥
院
（
投
入
堂
）
の
年
輪
年
代
調
査
」（『
国
宝
三
佛
寺
奥
院
（
投

入
堂
）ほ
か
三
棟
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』宗
教
法
人 

三
佛
寺
、二
〇
〇
六
年
）。
二
〇
〇
一
年
、

二
〇
〇
二
年
度
に
国
宝
三
佛
寺
奥
院
（
投
入
堂
）
の
古
材
や
現
在
の
建
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る

当
初
材
に
つ
い
て
年
輪
年
代
法
に
よ
る
年
代
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
か
ら
現
在

の
投
入
堂
の
建
築　

年
代
は
一
一
〇
〇
年
を
少
し
下
る
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）『
鳥
取
県
史
』
第
三
巻　

近
世
（
鳥
取
県
、
一
九
七
九
年
）。
大
山
（
角
盤
山
大
山
寺
）
は
、
伯

耆
国
の
大
山
中
腹
（
現
、
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
）
に
位
置
す
る
天
台
宗
寺
院
で
あ
り
、
江
戸

時
代
に
は
幕
府
か
ら
三
〇
〇
〇
石
の
寺
領
安
堵
を
受
け
て
い
る
。

（
５
）小
坂
博
之
氏
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
伯
耆
国
美
徳
山
領
」（『
鳥
城
』
二
号
、一
九
六
九
年
）、「
伯

耆
美
徳
山
領
の
存
在
形
態
（『
地
方
史
研
究
』
第
二
一
巻
三
号
、
一
九
七
一
年
）。

（
６
）拙
稿
「
三
徳
山
三
佛
寺
の
開
改
帳
（
一
）
―
年
紀
重
複
分
の
分
析
―
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編 

第
一
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
地
詰
帳
と
は
江
戸

時
代
、
田
畑
の
等
級
や
石
高
は
変
更
せ
ず
面
積
の
み
を
測
量
し
直
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
土
地

台
帳
で
あ
り
、
開
改
帳
と
は
、
開
墾
に
よ
り
拡
大
し
た
土
地
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
調
査
結
果

を
記
し
た
土
地
台
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
開
改
帳
と
同
じ
性
格
を
有
す
る
土
地
台
帳

に
新
開
改
帳
が
あ
る
。
な
お
、
三
一
号
以
下
の
帳
面
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
勘
定
目
録
帳
で
あ

る
。

（
７
）松
岡
布
政
、
生
年
不
詳
〜
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）。
鳥
取
藩
士
。
松
岡
氏
は
代
々
、
倉
吉
詰

を
命
じ
ら
れ
て
お
り
一
二
三
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）佐
伯
元
吉
編
（「
伯
耆
民
談
記
」『
因
伯
叢
書
』
第
二
巻
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）。

（
９
）羽
衣
石
は
因
幡
国
と
伯
耆
国
の
境
に
位
置
し
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
南
条
氏
が
羽
衣
石
山

に
築
城
し
て
以
降
は
東
伯
耆
の
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
羽

衣
石
城
は
廃
さ
れ
た
。
南
条
守
元
続
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
家
督
を
継
ぎ
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
父
の
宗
勝
の
死
去
を
契
機
に
毛
利
氏
か
ら
離
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
配
下
と
な
る
。

天
正
八
年
秀
吉
の
鳥
取
城
攻
め
に
際
し
て
は
最
前
線
に
あ
り
毛
利
軍
の
動
き
を
封
じ
、
翌
年
に

は
秀
吉
よ
り
東
伯
耆
三
郡
四
万
石
を
与
え
。

（
10
）『
新
鳥
取
県
史
』
資
料
編　

古
代
中
世
１　

古
文
書
編　

上
（
鳥
取
県
、
二
〇
一
五
年
）。

（
11
）前
掲
注
（
11
）

（
12
）三
佛
寺
文
書　
貴
重
書
三
号
。
友
田
氏
は
、
鳥
取
藩
主
宮
部
氏
の
家
臣
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
貴
重

書
は
６
函
以
外
の
単
独
の
資
料
で
数
点
あ
り
、
既
に
報
告
書
や
史
料
集
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）三
佛
寺
文
書　

貴
重
書
四
号
。
前
年
の
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
は
、
因
幡
国
と
備
前
国
で

国
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
池
田
光
仲
が
入
封
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
光
仲
に
よ
る
寛
永

の
検
地
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
連
署
の
差
出
は
池
田
光
仲
の
家
臣
で
あ
り
乾
兵
部
大
輔
は
乾
直

幾
、
和
田
飛
騨
守
は
和
田
三
正
、
荒
尾
志
摩
は
荒
尾
嵩
就
、
荒
尾
内
匠
助
は
乾
成
利
で
あ
る
。

（
14
）三
佛
寺
文
書　

第
二
函　

一
〜
三
号
。

（
15
）佐
藤
建
長
、
生
年
不
詳
〜
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）。
鳥
取
藩
士
。
父
の
佐
藤
長
通
と
同
じ
く

故
実
家
と
し
て
勤
め
使
番
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
。

（
16
）『
鳥
取
県
史
』
第
六
巻　

近
世
資
料
（
鳥
取
県
、
一
九
七
二
年
）。
原
本
の
作
成
年
代
は
不
明
。

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
、
初
め
て
御
用
勤
め
の
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀

に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）『
鳥
取
藩
史
』
第
四
巻　

財
政
志
・
刑
法
志
・
寺
社
志
（
鳥
取
県
、
一
九
七
一
年
）。

（
18
）『
伯
耆
民
談
記
』
に
記
載
の
寺
院
は
全
部
で
三
六
ヶ
所
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
四
ヶ
所
は
五
〇

石
に
も
満
た
な
い
所
領
で
あ
る
。

（
19
）『
鳥
取
藩
史
』
第
五
巻　

民
政
志
（
鳥
取
県
、
一
九
七
一
）。

（
20
）『
続
三
朝
町
誌　

ふ
る
さ
と
物
語
』（
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
役
場
、
一
九
六
八
年
）。

（
21
）前
掲
注
（
16
）

（
22
）『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
中
国
・
四
国
編
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
）。

（
23
）本
稿
二
頁
で
触
れ
た
と
お
り
、
二
一
号
、
二
七
号
、
二
八
号
の
三
冊
に
つ
い
て
は
次
の
理
由
に

よ
り
今
回
の
分
析
対
象
と
し
て
い
な
い
。
記
載
内
容
が
三
号
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
二
一
号
の
記

載
内
容
が
三
号
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
二
一
号
の
御
図
帳
写
、
門
前
村
分
し
か
遺
っ
て
い
な
い

二
七
号
の
名
寄
帳
、
二
八
号
の
年
貢
取
立
帳
は
〔
表
１
〕
に
収
録
し
た
が
、
記
載
内
容
か
ら
今

回
の
分
析
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
24
）重
複
し
て
い
る
開
改
帳
は
＊
で
表
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
帳
面
に
は
基
本
台
帳
と
み
な

せ
る
清
書
本
の
開
改
帳
Ａ
型
、
清
書
本
以
降
の
土
地
の
所
有
者
や
計
上
の
変
化
を
記
し
た
付
箋

を
多
数
貼
付
け
た
開
改
帳
Ｂ
型
の
二
種
類
が
あ
る
。
Ａ
型
開
改
帳
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
の
年
紀

の
間
に
は
、
そ
の
開
梱
の
実
態
を
Ｂ
型
開
改
帳
の
付
箋
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
25
）拙
稿
「
三
徳
山
三
佛
寺
の
開
改
帳
（
二
）
―
年
紀
重
複
分
の
分
析
―
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
学
編 

第
一
三
号
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
26
）前
掲
注
（
６
）
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The Land possessions of Mitoku-san Sanbutsu-ji:
Comparative Analysis of Land books in the Edo period

Yasuko MIZUISH

Abstract: This research presents a study of the actual condition and whole picture of Mitoku-san Sanbutsu-ji in the Edo 

period. Documents exist relating to territorial lands such as the mandatory survey “Jizume-cho” of the territories of Ido-

mura, Tawara-mura, and Monzen-mura, as well as the survey of cultivated lands, “Hirakiaratame-cho”. Among them, many 

Hirakiaratame-cho of Monzen-mura exist and, from them, we can tell that there was a constant clearing of land during the 

Edo period. Although there are records that indicate a small area of farmland in the large territory of Ido-mura, we can say 

that, for Sanbutsu-ji, invaluable lands were developed as much as possible to maintain the 100 koku central area of Monzen-

mura. The land register indicates a decrease of farmland in Ido-mura, where much of its land was temple’s territory. Large 

areas of Ido-mura was territorial land, and the land register indicates that its farmland was decreasing. However, there are no 

records of this increase and decrease according to village registers. On paper, although the territory is 100 koku, it is clear 

that land was accumulated through the cultivation of land on a small scale.

Key words: Mitoku-san, Sanbutsu-ji, Land possessions, Hirakiaratame-cho, Land register, Edo period


